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開 発 の 趣

旨 ・ 目 的 

薬液注入における一つの理想は、薬液を均等に土粒子間にしみ込ませる浸透注入にあ

る。少しずつゆっくりと注入することで球体に近い理想的な改良体が得られるが、従

来の方法では莫大な時間と手間を要し、施工効率の改善が大きな課題であった。この

矛盾を解決するため、低吐出のポンプを用いて多数の注入ポイントから同時に注入し、

急速施工を可能にした技術が、「超多点注入工法」である。 

技 術 の 

概 要 

本工法は、構造物直下地盤の液状化対策など、地盤改良を必要とする場合に用いる薬

液注入工法である。従来工法と比較して、低速・低圧で注入を行うため、周辺への影

響が小さく、構造物直下の施工が可能である。1ポンプ当り吐出量は低速ながら、多点

同時注入による急速施工が可能。 

適 用 範 囲

( 条 件 ) 

【適用条件】 

①自然条件：土質条件: 砂質土(細粒分含有率:40%未満)  

②現場条件：最小機械設置ヤード:100 ㎡、施工深度:30m 程度迄 

③技術提供可能地域：技術提供地域については制限無し。 

④関係法令等：  

・「薬液注入工法による建設工事の施工に関する暫定指針」(昭和 49 年 7 月) 

・「薬液注入工事に係る施工管理等について」(平成 2年 9月) 

【適用範囲】 

①適用可能な範囲：薬液注入による地盤改良を必要とする場合。 

②特に効果の高い適用範囲：細粒分含有率 20%以下の砂質土地盤。既設構造物直下の地

盤。施設を供用しながら実施する必要がある場合。 

③適用できない範囲：粘着力 40kN/m2 以上の粘性土地盤 

④適用にあたり、関係する基準およびその引用元 

・液状化防止注入協会：超多点注入工法技術マニュアル、平成 23 年 4 月 

・埋立地の液状化対策ハンドブック(改訂版) 財団法人沿岸開発技術研究センター  

平成 9年 8月 



特 徴 
(メリット・デ

メ リ ッ ト ) 

【メリット】 

・既設構造物近傍・直下において、施設を供用しながらの施工が可能 

・１ポンプ当りの注入速度は低速（6Ｌ/分以下）ながら、多点同時注入による急速施

工が可能 

・コンパクトにユニット化された専用システムにより、車上式プラントを用いて狭隘

部での施工が容易 

・専用システムは全自動化されており、遠隔操作による無人化施工が可能。 

・注入圧力に応じて個々のポンプを機械的に自動制御可能 

・フレキシブルな注入管を集積し、占用範囲を限定 

説 明 図 

構 造 図 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

超多点注入工法概要図 専用システム（マルチ多連システム）模式図 



説 明 図 

構 造 図 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

特 許 １.取得済(番号：3291714 ,3275005, 3622013, 3724644, 3755472, 3762353   ) 

２.公開中(   ) ３.出願中 ４.出願予定 ５.無 

実 用 新 案 １.登録済(   ) ２.出願中(   ) ３.出願予定 ４.無 
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選 択 ①農業生産性向上 ②高付加価値農業 ③生活環境 ④自然環境 ⑤景観保全 

⑥生態系保全 ⑦国土保全 ⑧コスト縮減 ⑨施設管理 ⑩施工作業効率 ⑪施工精度 

⑫長寿命化 ⑬機能診断 ⑭予防保全 ⑮補修工法 ⑯災害復旧 ⑰安全性向上 ⑱その他 

⑱ そ

の 他 

   

発 表 文 献 供用中岸壁の大規模地盤改良工事について（その 2 品質管理），土木学会第 66 回年次

学術講演会，2011，山本 他 

農業農村整備事業における施工実績(最新１０件まで) 

事業名 事業主体(農政局、 

都道府県名等) 

工事名 施工年度 備考 

豊川用水 水資源 東部幹線併設水路城下・六

連工区工事 

H23  

農業農村整備事業以外の施工実績(最新１０件まで) 

発注者 施工年度 工事名 

国土交通省 

近畿地方整備局 

H22 大阪港北港南地区岸壁（-15ｍ）（C-11）改良工事（第二工

区） 

鹿児島県建設部 H22 志布志港改修工事（5工区） 

東京都港湾局 H21 平成 21 年度日の出水門（改良）地盤改良工事 

大阪市港湾局 H21 港区尻無川右岸（水門上流）堤防工事（その 8） 

千葉県千葉港湾

事務所 

H21 千葉港改修工事 （-7.5m 岸壁改良） 

国土交通省四国

地方整備局 

H20 高松港海岸玉藻地区（浜ノ町工区）護岸（改良）工事 

東京都交通局 H19 浅草線新橋・大門間環状第 2号他交差部建設工事（その２）

宮城県 H19 仙台塩釜港（仙台港区）中野ふ頭 1号岸壁改良工事 

国土交通省東北

地方整備局 

H19 仙台塩釜港仙台港区中野地区岸壁  (-10m)(改良)地盤改良

外工事 

超多点注入工法の適用例



 


